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　會誌36俗7號
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　7）321頁
　◇敢授　森脇義雌，雑硯生　猪瀬博．r分布緒合回路の滞域涯波特性」電氣
　ミ渥垂信學1奢難誌圏34憲8號（1951．8）465頁

　◇教授壇野覧鵬廠淺原照弓黒岩茂隆，e源隆「輕鋼のSt面塗
　装に關する碑究（第1報）アルミニウムおよびその合金の燐酸アルコール
“酔詠る表醜鋤果に蕊て」「同（第2報）アルミニウ蛤金鋤の塗装」
　表面彦甚理技術　　第2怠第2・號　（1951・5）　11～19頁
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’1ひ坪井善勝数授1乱26年度4月以降建築學會「鐵筋コ’Jtクリ鱒ト委麗會」

主査として鐵笛コンクリート設計基準の全面的改訂を行いつつある．・

2．　同小委員會「低屑鐵筋コンクリート濾造基準作成1に蘭する屡員會」主

査として建築基率法令の草案瞼討申．

3・交部省．r學校建物基準調査會」第1分科命委鼻として鐵筋コンタリー
ト造中小離校の糠準般計に關する研究を行Vつつあ．6．本研究の一部は現

在各地の學校建物に實施されている．
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